
エリートツリーの雄花着花性の評価について

エリートツリーの選抜においては、その候補木の雄花着花量が多くないこと

をエリートツリー選抜実施要領に定めている。そこで、候補木の選抜に当たっ

ては、自然着花性あるいはジベレリンによる着花性のいずれかについて、以下

の調査要領で評価し、雄花着花量が多いものを除く。

調査要領

・自然着花性については、林野庁の「スギ花粉発生源対策推進方針」（平成

１３年６月１９日付け１３林整保第１３号、最終改正平成２１年６月１０日

付け２１林整研第２４０号）の中の「雄花着花性に関する特性調査要領」（別

紙２の別記１、２）を用いて調査する。

・ジベレリン処理による着花性については、以下に示した林木育種センターの

精英樹特性表（平成１０年４月）の着花性の評価基準を用いる。

着花性の評価基準

評価指数 着花の程度

５ 花芽の着生範囲が広く、着生量が非常に多い

４ 花芽の着生範囲が広く、着生量が多い

３ 花芽の着生範囲及び着生量が中程度

２ 花芽の着生範囲が狭く、着生量が少ない

１ 花芽の着生範囲が狭く、着生量が非常に少ない

調査方法

・自然着花性については、候補木及びその隣接にある林齢の近いスギ実生林分

の標準的な個体１０本の雄花着花性を単年度評価する。

・ジベレリン処理による着花性については、候補木のさし木クローン等を用い

て雄花着花性を評価する。

雄花着花性の評価

雄花着花量が多いものを除くため、自然着花性では、評価の指数が隣接林分

の平均値より大きいもの、ジベレリン処理による着花性では、評価指数の平均

値が４．０以上のものを不合格とする。



育種企画課
タイプライターテキスト
　　　
　スギ花粉発生源対策推進方針（平成１３年６月１９日付け１３林整保第１３号最終改正平成２１年６月１０日付け２１林整研第２４０号）より抜粋








	pdf雄花着花性の評価120220修正版.pdf
	【20090610長官通知】スギ花粉発生源対策推進方針（抜粋版）



